
復興支える栃木産業界

賀詞交歓会（２月 日）

あいさつする福田知事

攻
め
の
行
政
を
展
開
福
田
知
事

情
報
交
換
一
歩
先
へ
藤
井
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長

　
３
月

日
に
東
北
・
関
東
地
方
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９

・
０
と
い
う
東
日
本
大
震
災
は
、
栃
木
県
に
も
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
工
場
建
屋
の
損
壊
、
生
産
設
備
の
被
害
、
物
流
の
中
断
な
ど

産
業
活
動
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
。
た
だ
、
大
津
波
の
影
響
が

な
か
っ
た
分
、
東
北
地
方
沿
岸
部
に
比
べ
れ
ば
被
害
は
少
な
か
っ

た
と
言
え
る
。
原
燃
料
の
不
足
や
電
力
供
給
の
不
安
定
さ
、
物
流

の
混
乱
な
ど
の
問
題
が
山
積
す
る
な
か
、
県
内
企
業
は
産
業
活
動

の
立
て
直
し
が
震
災
か
ら
の
復
興
に
役
立
つ
と
す
る
。
栃
木
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
藤
井
昌
一
会
長

藤
井
産
業
社
長

は
「
今
回
の
巨

大
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
興
は
日
本
全
体
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
栃
木
県
産
業
界
と
し
て
も
全
力
で
協
力

し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

産
業
の
活
性
化
へ
元
気
度
の
日
本
一
目
指
す

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

藤
井
昌
一
会
長

藤
井
産
業
社
長

は
２
月

日
、
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
を
主
賓
と
し
て
招
い

て
、
「
２
０
１
１
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
い
た
。
福
田
知
事

は
、
「
人
の
元
気
、
産
業
の
元
気
な
ど
、
元
気
度
の
日
本
一
と

ち
ぎ
を
目
指
す
」
と
栃
木
県
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
調
。
藤
井
会
長
は
「
産
学
官
連
携
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。
賀
詞
交
歓
会
の
詳
細

は
以
下
の
通
り
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
産
学
官

の
連
携
・
情
報
交
換
を
促
進
す
る

組
織
と
し
て
、
栃
木
県
で
は
草
分

け
的
存
在
で
す
。
情
報
交
換
も
引

き
続
き
活
発
に
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
ま
た
、
北
関
東
自
動
車

道
の
全
線
開
通
に
よ
り
栃
木
県
は

縦
横
の
連
携
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、
茨
城
県
、
群
馬
県
な

ど
他
県
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
情
報
交
換
ば
か
り
で
は

な
く
、
も
う
一
歩
先
に
進
め
よ
う

と
思
い
ま
す
。
産
学
官
連
携
を
通

じ
て
、
知
り
合
っ
た
仲
間
同
士
で

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る

と
い
っ
た
動
き
が
、
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
ぜ

ひ
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
経
済
環
境
の
厳
し
い
こ

と
も
あ
り
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が

増
え
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

新
年
度
は
会
員
増
強
に
も
力
を
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
全

国
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
で
は
、
栃
木

県
は
２
０
０
８
年
に

位
で
し
た

が
、
今
回
５
位
上
昇
し
て

位
で

し
た
。
群
馬
県

位
、
茨
城
県

位
と
不
動
で
し
た
の
で
北
関
東
エ

リ
ア
で
栃
木
県
は
若
干
健
闘
し
ま

し
た
。
ま
た
「
ブ
ラ
ン
ド
品
１
０

０
選
の
中
で
栃
木
産
イ
チ
ゴ
と

ち
お
と
め

が
全
国
で

位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
位

グ
ル
ー
プ
で
あ
り
ま
す
の
で
引
き

続
き
知
名
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
２
０
１
１
年
度
に
県
で
は

新
た
な
総
合
計
画
「
新
と
ち
ぎ
元

気
プ
ラ
ン
」
の
５
年
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
「
人
の
元
気
、
産

業
の
元
気
、
元
気
な
自
然
、
元
気

な
地
域
、
安
心
・
成
長
・
環
境
を

と
も
に
つ
く
る
元
気
の
日
本
一
と

ち
ぎ
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
重
点
５
分
野
の
振
興
に
加
え

て
、
食
品
関
連
産
業
の
振
興
を
図

る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
」
の

施
策
展
開
を
進
め
る
考
え
で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
設
備
投
資
な
ど

の
助
成
に
つ
い
て
一
定
規
模

億
円
の
下
限

が
対
象
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
食
品
関
連
産
業
に

つ
い
て
は
現
行
の
下
限
額
を
廃
止

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
攻
め
の
行
政
を
坦
懐
す

る
た
め
、
「
と
ち
ぎ
い
い
も
の
売

り
込
み
隊
」

と
ち
ぎ
い
い
も
の

販
売
推
進
本
部

を
県
の
東
京
事

務
所
に
設
け
て
、
土
地
と
県
産
品

の
両
方
の
セ
ー
ル
ス
す
る
拠
点
と

し
ま
す
。

　
東
京
・
銀
座
に
は
い
ろ
い
ろ
な

お
店
が
あ
り
ま
す
が
、
「
と
ち
お

と
め
や
関
連
ス
イ
ー
ツ
が
並
ん
で

い
な
い
、「
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
酒
部
門
で
世
界
一
に
な
っ
た
栃

木
の
澤
姫
が
、
東
京
で
は
売
っ
て

い
な
い
」
な
ど
の
声
に
応
え
る
べ

く
、
首
都
圏
を
中
心
に
販
売
の
拡

大
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
開
業
予
定
の
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
４
階
に
「
東
京
空

街
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
る
計
画
で
、

市
町
村
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
３
月

日
に
は
北
関
東

自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
開
通
効
果
に

つ
い
て
最
大
限
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

せ
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
の
多
彩
な
魅
力
を
内
外
に

発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
間
違

っ
て
も
「
栃
木
は
通
過
す
る
」
と

い
う
栃
木
パ
ッ
シ
ン
グ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
影
響
」
期
待
商
圏
拡
大
や
物
流
効
率
化

　
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
の
北
関
東

３
県
の
全
長
約
１
５
０

を
結

ぶ
北
関
東
自
動
車
道
が
３
月

日

に
全
線
開
通
し
た
。
栃
木
―
群
馬

で
未
開
通
だ
っ
た
佐
野
田
沼
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ
、
栃
木
県

佐
野
市

―
太
田
桐
生
Ｉ
Ｃ

群

馬
県
桐
生
市

の

・
６

が

開
通
し
た
。
全
線
開
通
に
よ
り
栃

木
県
は
東
西
南
北
の
商
圏
を
結
ぶ

高
速
ア
ク
セ
ス
を
確
保
で
き
、
関

係
者
は
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

◇
　
　
◇

　
全
線
開
通
を
間
近
に
控
え
た
３

月

日
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
一
部
区
間
を
共
用
す
る
東
北

自
動
車
道
が
緊
急
車
両
優
先
の
た

め
通
行
止
め
に
な
っ
た
ほ
か
、
開

通
式
典
も
中
止
と
な
っ
た
。
華
や

か
な
は
ず
の
全
線
開
通
は
不
安
を

抱
え
た
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
し

か
し
、
栃
木
―
群
馬
の
高
速
ア
ク

セ
ス
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
震
災
被
害
が
比
較
的
軽
微
だ

っ
た
群
馬
県
や
埼
玉
県
な
ど
を
通

じ
て
食
料
、
生
活
用
品
な
ど
の
支

援
物
資
を
運
ぶ
供
給
ル
ー
ト
と
し

て
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
だ
。

日
に
は
共
用

区
間
を
含
む
東
北
自
動
車
道
の
川

口
Ｉ
Ｃ
―
宇
都
宮
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
通

行
止
め
が
解
除
さ
れ
た
。

　
全
線
開
通
で
北
関
東
エ
リ
ア
で

の
主
要
都
市
間
の
移
動
時
間
を
大

幅
に
短
縮
さ
れ
る
。
開
通
前
と
開

通
後
を
比
較
す
る
と
、
水
戸
市
―

宇
都
宮
市
を
約
１
時
間

分
で
結

び
、
約
１
時
間

分
短
縮
す
る
。

宇
都
宮
市
―
前
橋
市
で
は
約
１
時

間

分
と
な
り
、
従
前
よ
り
約
２

時
間
短
縮
す
る
。

　
あ
し
ぎ
ん
総
合
研
究
所

宇
都

宮
市

が
ま
と
め
た
調
査
に
よ
る

と
、
北
関
東
エ
リ
ア
企
業
の
４
割

強
が
全
線
開
通
で
プ
ラ
ス
影
響
を

期
待
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
開
通
の
影
響
に
つ
い
て

「
大
い
に
プ
ラ
ス
」

９
・
２

％

と
「
や
や
プ
ラ
ス
」

・

４
％

を
合
わ
せ
た
「
プ
ラ
ス
影

響
」
と
い
う
回
答
は
全
体
の

・

６
％
だ
っ
た
。
内
訳
で
は
「
納
品

・
出
張
時
な
ど
の
時
間
短
縮
」
が

・
０
％
で
圧
倒
的
に
多
く
、

「
商
圏
拡
大
に
よ
る
取
引
増
加
」

が

・
８
％
、
「
物
流
見
直
し
に

よ
る
効
率
化
」
が

・
０
％
な
ど

と
続
く
。
栃
木
、
群
馬
、
茨
城
、

埼
玉
の
各
県
に
拠
点
を
置
く
企
業

２
０
０
９
社
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト

回
答
率

・
４
％

。

全
力
で
取
り
組
み

　
震
度
６
以
上
の
揺
れ
を
観
測
し

た
栃
木
県
に
は
、
自
動
車
・
航
空

宇
宙
な
ど
の
関
連
産
業
が
集
積
し

て
い
る
。
自
動
車
業
界
で
は
、
ホ

ン
ダ
の
本
田
技
術
研
究
所
が
被
害

を
受
け
た
ほ
か
、
日
産
自
動
車
栃

木
工
場
が
操
業
を
停
止
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
、
Ｊ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
大
田
原
工
場
な
ど
で
も
一

時
操
業
を
停
止
し
た
。

　
県
内
中
小
企
業
に
も
影
響
は
及

ん
で
い
る
。
例
え
ば
栃
木
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
企
業

社
・
団
体

に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
「
生
産
設
備
の
一
部
が
ず
れ

た
」
「
取
引
先
が
操
業
を
停
止
し

て
い
る
」
「
重
要
部
品
の
供
給
が

滞
っ
た
」
「
停
電
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
」
「
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で
社

員
の
通
勤
に
も
困
る
」
と
い
っ
た

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
「
被
災
地
域
の
早

期
復
興
の
た
め
に
も
、
被
害
の
少

な
か
っ
た
地
域
が
経
済
基
盤
を
し

っ
か
り
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
経

営
者
は
多
い
。
県
内
各
企
業
は
、

大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
地
域
へ

の
直
接
的
支
援
に
可
能
な
限
り
協

力
す
る
一
方
で
、
企
業
活
動
が
再

び
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
震

災
被
害
の
復
興
に
も
役
立
つ
と
信

じ
て
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い

る
。

北関東自動車道全線開通
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